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請
願・陳

情

選
挙

選
挙

施
策の実
施

議会がわかる方法
　
議
会
で
の
審
議
内
容
や
結
果
を
広
く
伝
え
る
広
報
活
動
は
、市

民
生
活
に
直
接
関
係
す
る
施
策
や
事
業
が
ど
の
よ
う
に
決
定
さ

れ
た
か
を
市
民
に
伝
え
る
こ
と
と
な
り
、議
会
の
説
明
責
任
を
果

た
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、議
会
活
動
な
ど
を
通
じ
て
市
民
と
の
よ
り
身
近
な
出
来

事・地
域
課
題
等
を
発
信
す
る
こ
と
で
、市
民
と
議
会
を
つ
な
ぐ

重
要
な
役
割
を
担
っ
た
情
報
媒
体
に
な
り
ま
す
。

　昭和４７年以来続いてきた栗東市議会「議会だより」は
令和3年11月、200号の節目をもってリニューアル。サブ
タイトルに「大きな栗の木の下で」と命名し、「市民にわか
りやすく、手に取ってもらえる広報紙」としての思いで、議
会としての発信をしてきました。そのひとつに特集ページ
を設け、よりタイムリーで分かりやすい記事を掲載するこ
とに主眼を置き、取り組みを進めています。

【これまでの特集記事掲載】
◆２００号（２０２1年１１月１日号）	『りっとう議会だよりをリニューアル』
◆２０１号（２０２２年	２月１日号）	『魅力ある議会を目指して』
◆２０２号（２０２２年	５月１日号）	『３月定例会の２５日間』
◆２０３号（２０２２年	８月１日号）	『会派って何？』
◆２０４号（２０２２年１１月１日号）	『委員会について紹介します』

情報発信への道しるべ！

今回の特集ページで、さらに議会を知っていただくために、自宅からでも議会の状況を知ることができるツール
をご紹介します。

市民

二元代表制

議決・調査・検査

条例・予算・施策などの提案

市の仕事やお金の使い方・決まりなど

市議会
（議決機関）

市長
（執行機関）
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どうすれば
知ることが

できるんだろう？

ご存じですか？

会議録検索

ホームページ

本会議録画配信

議会傍聴

議会だより

読んで・見て
調べて・聞いて

　今までの本会議の会議
録を栗東市議会ホームペー
ジから検索、閲覧すること
ができます。

※掲載している二次元コードを読み取るか、栗東
市議会ホームページ（http://www.city.ritto.
lg.jp/shigikai/index.html）をご覧ください。

　市議会について、様々な情報を検
索することができ、わかりやすくまと
まった内容を見ることができます。

　ＹｏｕＴｕｂｅにて議会中継を
録画配信しています。また、過
去の映像から最新の映像まで
を見ることができ
ます。

　本会議・各委員会
等の傍聴ができます。
　議場の傍聴席は
バリアフリー化によ
り、車いすでもお越
しいただけます。

※傍聴の詳細は14ページをご覧ください。

　２月、５月、８月、１１月に発行
しています。本会議での議案の
審議結果、議員が要約して執
筆した質問や答弁、また注目す
べき議題などとともに、特集を
交えながら読むこ
とができます。

自宅にいても

車いす用傍聴席▲

りっとう議会だより 2023.2.13



件名 採決結果

条　
例

職員の高齢者部分休業に関する条例
（高齢期の多様な働き方のニーズに対応
するための制度を整備するため条例を制
定）

可決・全

条
例
（一部
改
正
）

職員の定年等に関する条例等
（職員の定年を60歳から65歳に引き上げ
るため関係条例の改正等）

可決・全

市長、副市長の給与等に関する条例及び
教育委員会教育長の給与等、勤務時間そ
の他の勤務条件に関する条例

（人事院勧告に伴う期末手当支給月額の
改正）

可決・
別表

職員の給与に関する条例
（人事院勧告に伴う給料月額、勤勉手当
の支給月額の改正）

可決・全

件名 採決結果

そ
の
他

市道路線の変更について
（小柿一区内11号線、小平井八坂8号線、
小平井八坂9号線）

可決・全

市道路線の認定について
（出庭木戸呂南線、小平井区内12号線） 可決・全

意
見
書

「健康保険証の原則廃止」の見直しを求
める意見書

否決・
別表

新型コロナウイルス感染症の拡大防止の
ために検査・医療体制の抜本的強化を求
める意見書

否決・
別表

請
願
書

公立の幼稚園・小中学校の週5日の完全
給食を求める請願 採択・全

緊急事態条項の創設に反対する意見書
の提出を求める請願書

不採択・
別表

令和４年度　一般会計　補正予算　10月臨時会
会計名 補正額 予算総額 主な内容 採決結果

一般会計（第８号） 1億9,540万円（増額） 273億3,954万8千円 商工費の増額 可決・別表

令和４年度　一般会計・特別会計　補正予算　12月定例会
会計名 補正額 予算総額 主な内容 採決結果

一般会計（第9号） 5億2，817万4千円（増額） 278億6，７72万2千円 民生費の増額等 可決・全

一般会計（第１０号） 1億8,099万6千円（増額） 280億4,871万8千円 衛生費の増額 可決・全
国民健康保険特別会
計（第2号） 1億4,610万5千円（増額） 54億5,166万4千円 保険給付費等の増額 可決・全

後期高齢者医療特別
会計（第2号） 928万7千円（減額） 7億3,374万1千円 総務費等の減額 可決・全

介 護 保 険 特 別 会 計
（第2号） 3,063万5千円（増額） 42億1,837万7千円 諸支出金の増額等 可決・全

大津湖南都市計画事
業栗東新都心土地区
画整理事業特別会計

（第2号）

39万4千円（増額） 6,325万5千円 土木費の増額 可決・全

水道事業会計（第2
号） 450万4千円（減額） 26億1,154万4千円 営業費用の減額等 可決・全

公共下水道事業会計
（第2号）

収入 130万円（減額） 26億8,295万2千円 営業外収益の減額
可決・全

支出 528万5千円（減額） 33億2,377万8千円 営業費用の減額等
農業集落排水事業特
別会計（第2号） 11万9千円（増額） 3,669万円 農林水産業費の増額 可決・全

審議した議案・請願書・意見書など

※採決結果に「別表」とある議案の採決結果については、賛否の公表をご覧ください。「全」とある議案は全員一致でした
ので、表への記載は省略しています。
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◆
市
環
境
セ
ン
タ
ー
は
一
般
廃
棄

物
を
安
全
か
つ
衛
生
的
に
処
理

で
き
る
施
設
と
し
て
、栗
東
市

の
公
衆
衛
生
を
支
え
て
き
ま
し

た
。当
施
設
も
平
成
15
年
３
月

か
ら
の
稼
働
以
来
19
年
が
経
過

し
、近
年
は
老
朽
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。

問
セ
ン
タ
ー
自
体
の
老
朽
化
の
中

で
外
壁
改
修
工
事
に
つ
い
て
、年

度
当
初
の
計
画
か
、事
前
点
検

で
分
か
っ
た
こ
と
な
の
か
。

答
毎
年
、必
ず
台
風
後
の
点
検
を

し
て
お
り
、昨
年
度
は
異
常
な

か
っ
た
が
、今
年
度
の
台
風
後
の

点
検
で
分
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

問
セ
ン
タ
ー
は
車
や
市
民
の
出
入

り
も
あ
る
こ
と
か
ら
、十
分
な
点

検
が
必
要
で
あ
る
。で
き
れ
ば

当
初
予
算
の
中
で
慎
重
な
検
討

を
お
願
い
し
た
い
。

答
施
設
等
の
点
検
は
、日
常
的
に
実

施
し
て
い
る
。今
後
も
危
険
箇
所

が
見
つ
か
り
次
第
、で
き
る
限
り

早
急
に
、当
初
予
算
等
で
の
対
応

を
考
え
て
い
き
た
い
。

◆「
栗
東
」の「
栗
」を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
栗
東
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー「
く
り
ち
ゃ
ん
」は
、ま

ち
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
に
、

日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

問
Ｐ
Ｒ
活
動
業
務
委
託
料
で
減
額

と
な
っ
て
い
る
が
、コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
Ｐ
Ｒ
活
動
へ
の
影
響
は
。

答
年
間
50
回
程
度
の
出
演
の
中
で
、

上
半
期
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
９

回
の
出
動
回
数
で
あ
っ
た
。10
月

以
降
は
イ
ベ
ン
ト
も
徐
々
に
再

開
さ
れ
、11
月
現
在
で
30
回
の
出

動
に
な
っ
た
。今
後
も
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

老
朽
化
し
た
環
境
セ
ン
タ
ー
は
十
分
な
点
検

が
必
要

※委員長報告を映像で
　ご覧いただくことができます。～12月定例会での審査内容の一部概要をお伝えします～

賛成・反対の双方があった議案について表示します。（多＝賛成多数、少＝賛成少数　　○…賛成、●…反対）

会派名

議員名

案件

賛
成
の
数

新政会 公明 究理 ネットワーク 共産党
藤
田　

啓
仁

上
田　

忠
博

三
木　

敏
嗣

中
野　

光
一

里
内　

英
幸

梶
原　

美
保

西
田　
　

聡

野
々
村
照
美

川
嶋　
　

恵

片
岡　

勝
哉

武
村　
　

賞

田
村　

隆
光

林　
　

好
男

中
村　

昌
司

上
石
田
昌
子

青
木　

千
尋

伊
吹　
　

裕

予
算 一般会計補正予算（第８号） 多〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● 〇 ● 〇 〇

条
例

市長、副市長の給与等に関する条例及
び教育委員会教育長の給与等、勤務時
間その他の勤務条件に関する条例

多〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ●

意
見
書

「健康保険証の原則廃止」の見直しを求
める意見書 少● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇

新型コロナウイルス感染症の拡大防止
のために検査・医療体制の抜本的強化
を求める意見書

少● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

請
願
書

緊急事態条項の創設に反対する意見書
の提出を求める請願書 少● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇 ● 〇 〇

賛否の公表

＊議長（田中英樹議員）は採決に加わらない
＊会派名の正式名称は次の通り 公明（公明栗東）、究理（究理の会）、ネットワーク（栗東市民ネットワーク）、共産党（日本共産党栗東市議団）
＊上石田元議員については10月23日をもって自動失職されたため、上記のとおり掲載しています。

常任委員会ピックアップ常任委員会ピックアップ

予
算
常
任
委
員
会

▲「くりちゃん」のイベント出演の様子
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◆
開
発
に
伴
う
市
道
５
路
線
の
変
更
お
よ

び
認
定
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

問
小
柿
１
区
内
11
号
線
の
延
伸
は
、変
更

前
と
変
更
後
の
境
が
今
後
十
字
路
に
な

る
可
能
性
は
な
い
か
。ま
た
、仮
に
十

字
路
に
な
る
と
直
角
に
曲
が
る
交
差
点

と
な
る
。後
に
隅＊

切
り
が
必
要
と
な
っ

た
時
、建
物
が
建
っ
て
い
る
と
難
し
い

と
思
わ
れ
る
が
状
況
は
。

答
道
沿
い
に
住
宅
が
建
築
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
の
で
、今
後
新
た
に
市
道
が
で
き

る
場
合
は
交
差
点
に
は
な
ら
な
い
。そ

の
場
合
は
行
き
止
ま
り
道
路
に
な
る
。

問
認
定
２
路
線
と
も
袋
小
路
に
な
っ
て
い

る
。出
庭
木き

戸と

呂ろ

南
線
に
は
避
難
通
路

が
見
受
け
ら
れ
る
が
、先
に
建
築
物
が

有
る
よ
う
に
見
え
る
。ま
た
、小
平
井

区
内
12
号
線
に
つ
い
て
は
避
難
通
路
が

無
い
。そ
れ
ぞ
れ
避
難
通
路
は
確
保
で

き
て
い
る
の
か
。

答
出
庭
地
先
は
避
難
通
路
先
に
家
が
建
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
通
路
は
確
保

で
き
て
い
る
。ま
た
、小
平
井
区
内
に
つ

い
て
も
、突
き
当
り
が
公
共
用
地
で
あ

る
こ
と
か
ら
確
保
で
き
て
い
る
。

問
避
難
通
路
が
民
地
に
つ
な
が
っ
て
い
る

箇
所
は
、新
た
に
開
発
等
が
あ
っ
た
場

合
に
も
、避
難
通
路
が
確
保
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

答
避
難
通
路
は
水
路
や
里
道
な
ど
に
つ
な

が
る
よ
う
出
来
て
お
り
、民
地
に
つ
な

ぐ
こ
と
は
な
い
。

◆
市
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
等
の
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
、審
査
し
ま
し
た
。

問
定
年
延
長
後
、現
在
に
比
べ
、人
件
費

全
体
の
総
額
は
増
え
る
の
か
。

答
現
段
階
で
は
、定
年
延
長
を
希
望
す
る

職
員
が
未
定
で
あ
る
。明
確
な
数
字
は

出
せ
な
い
が
、増
え
る
こ
と
は
確
実
で

あ
り
、そ
れ
を
踏
ま
え
た
予
算
を
設
け

る
。

問
現
在
、職
員
の
定
年
は
60
歳
で
あ
る

が
、事
務
補
助
員
、土
木
作
業
員
、給

食
調
理
員
の
定
年
は
63
歳
に
な
っ
て
い

る
。こ
の
３
年
の
差
の
理
由
は
。

答
当
時
は
、現
業
職
の
職
責
を
考
え
、63

歳
に
し
た
。今
回
は
、定
年
を
す
べ
て
65

歳
に
あ
わ
せ
た
。

問
定
年
延
長
の
目
的
は
、改
正
法
の
趣
旨

に
も
あ
る
よ
う
に「
能
力
と
意
欲
の
あ

る
高
齢
期
の
職
員
を
最
大
限
活
用
し
つ

つ
、次
の
世
代
に
そ
の
知
識・技
術・経

験
な
ど
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
」で
あ

る
。こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
３
年
の
差

が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
思
う
が
、な
ぜ一

律
に
定
年
を
65
歳
と
す
る
の
か
。改
正

法
の
趣
旨
か
ら
考
え
る
と
、引
き
続
き

３
年
の
差
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
が
。

答
当
時
は
、現
業
職
の
土
木
作
業
員
や
給

食
調
理
員
の
採
用
が
あ
っ
た
。し
か
し
、

現
在
は
、土
木
作
業
員
の
採
用
は
な

く
、給
食
調
理
は
委
託
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、本
市
の
現
状
に
あ
わ
せ
て一律

65
歳
と
し
た
。

市
道
路
線
の
変
更
お
よ
び
認
定
に
つ
い
て

次
世
代
へ
の
知
識
・
技
術
・
経
験
な
ど
の
継
承
を
目
的
に

し
た
、市
職
員
の
定
年
に
関
す
る
条
例
改
正
等
を
審
査

総
務
常
任
委
員
会

環
境
建
設
常
任
委
員
会

▲小柿地先

▲出庭地先

＊
隅
切
り

交
差
点
な
ど
に
お
い
て
、通
行
の
た
め
に
曲
が
り
角
を
通

り
や
す
く
し
た
り
、見
通
し
の
確
保
を
目
的
と
す
る
も
の
。
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◆
６
月
定
例
会（
９
月
定
例
会
同

様
）で
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た

「
公
立
の
幼
稚
園
・
小
中
学
校

の
週
５
日
の
完
全
給
食
を
求
め

る
請
願
」を
審
査
し
ま
し
た
。

継
続
審
査
の
間
、現
状
把
握

と
課
題
整
理
の
た
め
に
、市
に

申
し
付
け
て
い
た「
学
校
給
食

共
同
調
理
場
運
営
委
員
会
で

の
意
見
聴
収
」「
保
護
者
、子
ど

も
、教
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等

に
よ
る
意
見
聴
取
」「
給
食
費

や
学
校
給
食
共
同
調
理
場
の

運
営
に
関
す
る
精
査
」を
行
う

こ
と
に
つ
い
て
、市
か
ら
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

意
食
育
の
観
点
、子
ど
も
の
健
や

か
な
成
長
を
担
保
す
る
た
め

に
も
週
５
日
給
食
に
向
け
た
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

意
子
ど
も
の
意
見
と
し
て
、弁
当

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
も

尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

弁
当
の
良
い
と
こ
ろ
を
学
校
教

育
の
中
で
取
り
組
み
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◆
次
の
要
望
を
協
議
し
ま
し
た
。

・
食
の
安
全
を
守
る
た
め
、小
学

校
に
て
ゲ
ノ
ム
編
集
ト
マ
ト
苗

を
受
け
取
ら
な
い
こ
と
を
求
め

る
陳
情

・「
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
し
て

多
様
な
学
習
機
会
の
確
保
の

た
め
の
経
済
的
支
援
制
度
の

確
立
を
求
め
る
意
見
書
」の
採

択
に
関
す
る
要
望
書

・
学
童
保
育
事
業（
放
課
後
児
童

健
全
育
成
事
業
）の
推
進
に
つ

い
て
の
要
望

・
こ
ん
ぜ
の
里
周
辺
施
設
に
関
す

る
要
望

継
続
審
査
の
請
願
書
を
審
査

二次元コードで質問の　
録画映像が見られます▶︎

12月12日に、５会派が質問しました。
質問と答弁の要旨をお知らせいたします。
なお、紙面の都合上掲載を省略している質問も含め、YouTubeにて
本会議の様子を視聴できますので、ぜひご覧ください。

〇は代表者　　●は質問者

〇●野々村照美　　川嶋　恵 公 明 栗 東
質問事項 ❶所信表明のはじめに　❷地域の宝を活かし、市民の憩いの場を創出しつつ、交流人口倍増に挑戦

❸一人ひとりの児童・生徒が輝ける魅力ある学校づくり

❶
就
任
後
の
財
政
健
全
化
を
ど

の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る
の
か
。

答
本
市
の
持
つ
地
域
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
活
か
し
、企
業
立
地
の
推

進
で
、よ
り
積
極
的
な
財
源

確
保
策
を
講
じ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

新
た
な
収
入
を
確
保
す
る
こ

と
で
安
易
に
基
金
の
取
り
崩

し
や
起
債
の
発
行
に
依
存
し

な
い
で
攻
め
の
市
政
運
営
を

推
進
し
て
い
く
。

❷
全
世
代
が
集
え
る「
栗
東
健

康
運
動
公
園
」の
構
想
は
。

答「
馬
の
ま
ち
」と
し
て
計
画
的・

効
果
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
見

据
え
、福
祉
、教
育
、商
業・観

光
、環
境
、防
災
の
５
つ
の
取

り
組
み
を
基
本
方
針
に
、市
民

の
憩
い
の
場
づ
く
り
に
向
け
、

「
市
民
と
つ
く
る
公
園
」と
し

て
交
流
・
賑
わ
い・
癒
し
の
空

間
と
し
て
整
備
を
目
指
し
、交

流
人
口
増
に
つ
な
げ
た
い
と

考
え
て
い
る
。

❸「
出
産・子
育
て
応
援
交
付
金
」

の
拡
充
を
図
ら
れ
る
が
、子
育

て
世
代
が
安
心
で
き
る
取
り

組
み
は
。

答
経
済
的
支
援
の
実
施
だ
け
で

は
な
く
、妊
娠
期
か
ら
低
年
齢

期
ま
で
の
子
育
て
家
庭
に
寄

り
添
い
、面
談
や
情
報
発
信
等

を
通
し
て
必
要
な
支
援
を
行

う
伴
走
型
相
談
支
援
体
制
の

構
築
と
い
っ
た
組
織
横
断
的
な

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、今
後
は
、子
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
の
設
置
も
含

め
、庁
内
で
の
組
織
編
成
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討・協
議
を

行
っ
て
い
る
。概
ね
令
和
６
年

度
以
降
を
目
途
に
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▶︎
栗東健康運動公園
建設予定地域

（地図出典：Google）
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〇は代表者　　●は質問者

〇は代表者　　●は質問者

○藤田啓仁　　上田忠博　　田中英樹
●三木敏嗣　　中野光一　　里内英幸　　梶原美保　　西田　聡

〇●田村隆光　　中村昌司　　林　好男

新 政 会

栗東市民ネットワーク

質問事項

質問事項

❶「地域の宝を活かし、市民の憩いの場を創出しつつ、交流人口倍増に挑戦」について
❷「子どもは地域の宝、子育てするなら栗東で」について

❶ホースパーク構想　❷投票率の向上　❸企業事業資金貸付金への対応

❶
健
康
運
動
公
園
の「
市
民
の

公
園
」と
し
て
の
考
え
を
問
う
。

答
健
康
運
動
公
園
は
、芝
生
広

場
や
飲
食
、物
販
が
で
き
る
に

ぎ
わ
い
の
場
を
設
け
る
な
ど
、

市
民
が
多
様
な
交
流
や
日
常

的
な
憩
い
を
楽
し
め
る
場
と

し
て
公
園
整
備
を
考
え
て
い

る
。そ
の
中
で
、地
域
資
源
を

活
か
し
た
馬
と
触
れ
合
え
る

場
を
設
け
る
な
ど
、本
市
な
ら

で
は
の
公
園
を
つ
く
る
こ
と
に

よ
り
、市
外
か
ら
の
利
用
者
も

呼
び
込
む
こ
と
が
で
き
、交
流

人
口
増
に
繋
げ
る
。

❷
ひ
と
り
親
家
庭
が
、一
人
で
育

児
を
し
、身
近
に
相
談
者
も

な
く
、行
き
詰
る
こ
と
へ
の
支

援
策
等
を
問
う
。

答
育
児
に
行
き
詰
ま
ら
な
い
よ

う
、保
健
師
や
助
産
師
、子
育

て
相
談
員
や
家
庭
児
童
相
談

員
が
相
談
支
援
に
あ
た
っ
て
い

る
こ
と
を
広
く
周
知
す
る
と

共
に
、保
護
者
に
伴
走
し
た
子

育
て
支
援
策
を
図
る
。

　

ま
た
、法
改
正
に
よ
り
、男
性

の
出
生
児
育
児
休
業
制
度
の

新
設
や
育
休
の
取
得
促
進
が

義
務
化
さ
れ
た
こ
と
を
、引
き

続
き
周
知
啓
発
し
て
行
く
。

❷「
当
市
な
ら
で
は
」の
子
育
て

支
援
策
を
問
う
。

答
乳
幼
児
へ
の
お
む
つ
助
成
制

度
を
早
期
に
取
り
組
み
、他
に

は
、実
態
把
握
を
し
、課
題
を

整
理
し
な
が
ら
関
係
課
で
協

議
し
、概
ね
令
和
６
年
度
以

降
を
目
途
に
進
め
る
。

❶
ホ
ー
ス
パ
ー
ク
設
置
に
つ
い
て

事
業
費
や
事
業
内
容
、開
園

時
期
は
。ま
た
近
隣
住
民
へ
の

説
明
と
了
解
は
取
れ
て
い
る

の
か
。

答
事
業
費
は
約
24
億
円
で
国
お

よ
び
Ｊ
Ｒ
Ａ
の
寄
付
を
見
込

ん
で
い
る
。「
馬
の
ま
ち
」に
ふ

さ
わ
し
い
引
退
馬
を
活
用
し

た
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
的
な
施
設

整
備
を
目
指
し
令
和
12
年
開

園
を
目
指
す
。説
明
は
、議
会

を
含
め
隣
接
地
域
へ
丁
寧
に

進
め
て
い
く
。

❷
各
種
選
挙
の
投
票
率
向
上
へ

の
考
え
は
。

答
選
挙
は
候
補
者
が
そ
れ
ぞ
れ

の
政
策
等
を
訴
え
る
重
要
な

機
会
で
あ
り
、投
票
結
果
は

政
治
の
在
り
方
を
大
き
く
左

右
す
る
。栗
東
市
長
選
挙
よ

り
栗
東
駅
前
期
日
前
投
票
所

の
利
便
性
も
向
上
し
た
が
引

き
続
き
投
票
率
向
上
に
向
け

投
票
傾
向
を
分
析
し
、エ
ビ
デ

ン
ス
に
基
づ
い
た
啓
発
等
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

❸
い
ま
だ
に
情
報
公
開
請
求
や

住
民
監
査
請
求
等
が
出
さ
れ

て
い
る
。残
る
２
社
に
対
す
る

公
文
書
管
理
や
返
済
計
画
の

確
認
、企
業
経
営
の
実
態
等

の
把
握
な
ど
貸
付
金
回
収
に

向
け
た
責
任
は
新
市
長
に
引

き
継
が
れ
た
。対
応
へ
の
考
え

は
。

答
企
業
事
業
資
金
貸
付
金
総
括 

（
続
編
）の
通
り
、今
日
ま
で
の

反
省
を
踏
ま
え
適
切
な
文
書

管
理
を
徹
底
す
る
。残
る
２
社

の
債
権
管
理
に
つ
い
て
は
、経

営
状
況
等
の
情
報
収
集
を
行

い
貸
付
金
が
確
実
に
償
還
さ

れ
る
よ
う
万
全
を
尽
く
す
。

▲栗東健康運動公園基本計画平面図　
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〇は代表者　　●は質問者

〇は代表者　　●は質問者

〇●青木千尋　　伊吹　裕

〇●片岡勝哉　　武村　賞

日本共産党栗東市議団

究 理 の 会

質問事項

質問事項

❶平和の施策　❷旧統一協会　❸介護保険改悪　❹マイナンバーカードと健康保険証の一体化
❺子育て世代の流出と公園の整備　❻保育所は公立の堅持を　❼学校給食の完全5日制
❽行政のスリム化　❾同和対策事業を一般施策に

❶環境センターの更新の方向性　❷健康運動公園は市民のために

❶
核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准

を
国
に
働
き
か
け
る
べ
き
。

所
見
は
。

答
国
で
検
討
さ
れ
る
も
の
。

❷
旧
統
一
協
会
と
の
政
治
家
、

自
治
体
の
関
与
を
問
う
。

答
政
教
分
離
の
観
点
か
ら
中

立
的
な
立
場
で
対
応
す
る
。

❸
政
府
の
改
定
は
負
担
増
と

給
付
削
減
。改
定
を
し
な
い

対
応
を
国
に
求
め
る
べ
き
。

所
見
は
。

答
国
の
財
政
支
援
の
増
加
も

含
め
国
の
動
向
を
注
視
す

る
。

❹
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取

得
は
法
律
で「
任
意
」。カ
ー

ド
へ
の一
体
化
は
事
実
上
の

強
制
で
あ
る
。所
見
は
。

答
カ
ー
ド
取
得
に
よ
り
利
便
性

に
つ
な
が
る
。

❺
栗
東
健
康
運
動
公
園
は
市

の
財
政
、集
客
な
ど
課
題
が

あ
る
。熟
慮
が
必
要
。所
見

は
。

答
多
様
な
交
流
、日
常
的
な
憩

い
を
楽
し
め
る
場
に
し
た
い
。

❻
保
育
所
は「
民
間
」で
な
く

「
公
立
」を
堅
持
す
べ
き
で

あ
る
。

答
公
立
保
育
所
の
機
能
、役
割

を
踏
ま
え
、選
択
肢
と
し
て

公
立
保
育
所
も
必
要
。

❼
学
校
給
食
の
完
全
5
日
制

の
来
年
度
か
ら
の
実
施
を
。

答
令
和
5
年
度
の
可
能
な
限

り
早
い
段
階
で
の
実
施
を
進

め
る
。

❽「
行
政
の
ス
リ
ム
化
」は
職

員
の
削
減
も
含
ま
れ
る
の
で

な
い
か
。

答
職
員
の
削
減
で
は
な
い
。

❾
同
和
対
策
事
業
は
真
に一般

施
策
に
す
る
べ
き
。

答
部
落
差
別（
同
和
問
題
）解

決
に
向
け
事
業
を
推
進
し
て

い
く
。

❶
環
境
セ
ン
タ
ー
は
、令
和
９
年

度
を
目
途
に
新
ご
み
処
理
施

設
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
こ

と
は
、更
新
時
か
ら
判
っ
て
い

た
こ
と
で
あ
る
。新
た
な
と
こ

ろ
で
新
築
工
事
さ
れ
る
の
か
、

現
施
設
で
基
幹
改
良
工
事
さ

れ
る
の
か
、現
位
置
で
新
設
工

事
さ
れ
る
の
か
。

答
現
在
、二
次
選
定
ま
で
終
え
て

い
る
。選
定
結
果
を
踏
ま
え
、

今
後
お
示
し
し
た
い
。

❷
健
康
運
動
公
園
は
、昭
和
63

年
に
計
画
さ
れ
た
が
、市
の

財
政
状
況
等
が
厳
し
い
こ
と

か
ら
、事
業
が
停
止
し
て
い
る
。

市
民
の
多
く
は
憩
い
の
公
園

（
子
ど
も
広
場
、軽
ス
ポ
ー
ツ

広
場
、散
策
コ
ー
ス
等
）を
求

め
て
お
ら
れ
る
。市
外
の
人
を

呼
び
込
む
た
め
の「
馬
」よ
り
、

市
内
に
住
ん
で
い
る「
ひ
と
」

を
大
切
に
す
べ
き
と
考
え
る

が
、な
ぜ
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

健
康
運
動
公
園
用
地
に
ホ
ー

ス
パ
ー
ク
を
設
置
す
る
必
要

が
あ
る
の
か
。

答
交
流
人
口
が
県
下
に
お
い
て

も
下
位
で
あ
る
本
市
の
状
況

で
、市
民
の
憩
い
の
場
づ
く
り

と
人
を
呼
び
込
め
る
施
策
を

早
急
に
講
じ
る
必
要
が
あ
る

と
の
認
識
で
あ
り
、引
退
競
走

馬
の
活
用
に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ｒ

Ａ
か
ら
の
整
備
に
か
か
る
負

担
や
支
援
を
得
る
な
か
で
早

期
に
栗
東
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と

も
い
う
べ
き
施
設
の
整
備
を

進
め
た
い
。

❷
自
治
体
の
本
分
に
立
ち
か
え

り
、ホ
ー
ス
パ
ー
ク
は
再
考
さ

れ
た
い
。

答
交
流
人
口
の
増
加
に
向
け
た

公
園
づ
く
り
に
引
退
競
走
馬

を
活
用
す
る
こ
と
は
、大
変
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
。

▲学校給食を支える給食センター

▲栗東市環境センター

りっとう議会だより 2023.2.19



学校給食は食育の「要
かなめ

」
林 好男 議員

全
日
給
食
を
実
施
す
る
上
で
の
意
義
と
時

期
は
。

学
校
給
食
は
、安
全
安
心
で
お
い
し
い
給

食
の
提
供
に
よ
り
、子
ど
も
た
ち
の
心
身

の
成
長
の一
助
に
な
り
、週
５
日
に
拡
大
す
る
こ

と
で
近
年
、生
活
形
態
が
多
様
化
し
て
い
る
保
護

者
世
帯
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
。時
期
に
つ
い

て
は
令
和
５
年
度
の
可
能
な
限
り
早
い
段
階
で

の
実
施
を
進
め
て
い
く
。

飲
み
残
し
、食
べ
残
し
が
あ
り
、廃
棄
す

る
と
聞
い
て
い
る
が
、日
々
の
牛
乳
摂
取

状
況
、給
食
の
残
さ
い
状
況
は
把
握
し
て
い
る
の

か
。

牛
乳
に
つ
い
て
は
学
校
現
場
で
の
対
応
で

あ
り
、数
値
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、中
学

生
生
徒
に
残
す
割
合
が
多
い
と
感
じ
る
。残
さ
い

率
は
平
均
で
小
学
校
10・6
％
、中
学
校
20
％
で

あ
る
。残

さ
な
い
取
り
組
み
や
指
導
は
さ
れ
て
い

る
の
か
。

毎
月「
給
食
だ
よ
り
」の
中
で
、牛
乳
摂
取

の
必
要
性
や
、体
調
管
理
を
す
る
上
で
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
は
大
切
で
あ
り
、

好
き
嫌
い
せ
ず
に
食
べ
る
こ
と
の
重
要
性
を
啓

発
し
て
い
る
。ま
た
栄
養
教
諭
が
学
校
に
出
向

き
、食
に
関
す
る
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

問問問 答答答

議席番号 質 問 者 質 問 事 項

11 林　　 好 男 学校給食におけるこれからの課題について

12 田 村　 隆 光 不登校児童生徒への学びの環境整備の充実を

３ 川 嶋　　 恵 切れ目のない妊娠・出産、子育て支援へ向けて

15 上 田　 忠 博 不登校の児童生徒への取り組み支援について

５ 西 田　　 聡 子どもの生活の充実に向けた連携について

２ 伊 吹　　 裕
より利用しやすい生活保護制度について

学校図書館整備計画について

６ 梶 原　 美 保
より活発な市民活動の場を
（１）文化芸術活動への支援について
（２）コミュニティセンターについて

　
12
月
13
日
に
、７
人
が
質
問
し
ま
し
た
。

　
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、紙
面
の
都
合
上
、主
な
質
問
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。す
べ
て
の

質
問
に
つ
い
て
は
、Y
o
u
T
u
b
e
に
て
本
会
議
の
様
子
を
視
聴
で
き

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

個
人
質
問

こ
こ
が
聴
き
た
い 

市
政
を
問
う

二次元コードで
質問の録画映像が
見られます▶︎

問答意
…
議
員
の
質
問

…
市
か
ら
の
回
答

…
議
員
の
意
見
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不登校児童生徒への学びの環境整備の充実
田村 隆光 議員

小
中
学
校
の
不
登
校
状
態
に
あ
る
直
近
の

児
童
生
徒
数
と
前
年
比
は
。

令
和
３
年
度
に
お
い
て
年
間
30
日
以
上
欠

席
し
た
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
小
学
校

で
62
名
で
13
倍
、中
学
校
114
名
で
1.6
倍
と
な
っ
て

い
る
。毎

日
、学
校
に
は
行
く
け
ど
短
時
間
登
校

や
別
室
登
校
な
ど
は
不
登
校
と
し
て
カ
ウ

ン
ト
さ
れ
ず「
隠
れ
不
登
校
」と
も
言
わ
れ
て
い

る
。そ
の
実
態
は
。

不
適
応
、不
登
校
と
し
て
支
援
の
必
要
な

児
童
生
徒
は
、今
年
度
10
月
末
で
小
学
校

106
名
、中
学
校
114
名
を
把
握
し
て
い
る
。

教
育
機
会
確
保
法
の
施
行
に
よ
り
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
や
家
庭
な
ど
、学
校
以
外
の
多

様
な
居
場
所
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。児

童・生
徒
が
通
う
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
と
行
政
、

教
育
現
場
と
の
連
携
実
態
と
今
後
の
対
応
は
。

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
て
い
る
実
態
は

把
握
し
て
お
り
通
所
施
設
と
保
護
者
、学

校
と
が
連
携
し
て
出
席
状
況
や
学
習
状
況
に
つ

い
て
は
共
通
理
解
を
し
て
い
る
。ま
た
、行
政
と

し
て
も
他
市
と
の
情
報
交
換
や
民
間
施
設
へ
の

見
学
も
実
施
し
、ど
う
い
っ
た
支
援
が
必
要
な
の

か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問問問 答答答

切れ目のない妊娠・出産、子育て支援へ向けて
川嶋 恵 議員

国
が
創
設
し
た「
出
産
・
子
育
て
応
援
交

付
金
」で
は
、妊
娠
期
か
ら
出
産・産
後
、

育
児
期
に
、全
て
の
妊
婦
や
子
育
て
家
庭
に
寄
り

添
う「
伴
走
型
相
談
支
援
」を
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、本
市
の
取
り
組
み
は
。

妊
娠
届
出
時
に
保
健
師
や
助
産
師
に
よ
る

面
談
を
継
続
し
、８
か
月
時
点
で
希
望
者

へ
の
面
談
を
行
う
。出
産
後
の
保
健
師・助
産
師

に
よ
る
面
談
と
、今
後
は
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
や
児
童
館
な
ど
、保
護
者
が
相
談
に
行
き

や
す
い
場
所
で
の
面
談
を
考
え
る
。妊
娠
時
か
ら

出
産・子
育
て
ま
で「
切
れ
目
の
な
い
相
談
支
援
」

と
な
る
よ
う
、関
係
部
課
と
検
討
す
る
。

子
育
て
を
し
て
い
る
方
に
、安
心
感
や
満

足
感
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、子
育
て
支
援

事
業
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、子
育
て
の
事
業
に

ネ
ー
ミ
ン
グ
を
つ
け
て
は
ど
う
か
。整
理・整
備

が
必
要
な
の
で
は
。

情
報
が
分
か
り
や
す
く
入
手
で
き
る
よ
う

工
夫
を
す
る
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
取
り
組
み

は
。

制
度
設
計
や
手
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

問問問 答答答

不登校児童生徒への取り組み支援
上田 忠博 議員

年
間
30
日
以
上
長
期
欠
席
の
児
童
生
徒

数
は
。

令
和
３
年
度
諸
課
題
調
査
で
は
、小
学
校

118
名
、中
学
校
142
名
と
把
握
し
て
い
る
。

不
登
校
の
実
態
把
握
に
基
づ
く
改
善
へ
の

基
本
的
な
考
え
、取
り
組
み
を
問
う
。

不
登
校
の
前
段
階
で
子
ど
も
達
の
サ
イ
ン

に
教
員
が
気
付
き
初
期
対
応
が
大
切
で
あ

る
。学
校
に
来
に
く
く
な
っ
た
子
ど
も
に
放
課
後

登
校
や
別
室
登
校
な
ど
学
校
と
の
関
係
が
切
れ

な
い
よ
う
対
応
し
て
い
る
。

Ｓ＊１Ｓ
Ｗ
配
置
は
生
徒
と
の
関
り
、有
能
な

人
材
確
保
等
の
観
点
で
も
拡
充
が
必
要
で

は
な
い
か
。

Ｓ
Ｓ
Ｗ
１
名
は
こ
こ
数
年
配
置
が
７
月
以

降
に
な
っ
て
い
る
。今
後
は
、国
、県
に
も

追
加
加
配
に
つ
い
て
要
望
し
て
い
く
。

不
登
校
特
例
校
の
認
識
と
所
見
を
問
う
。

不
登
校
児
童
生
徒
に
対
し
課
題
解
決
の

方
策
の一つ
で
あ
る
。県
内
各
市
町
の
動
き

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
注
視
し
て
い
く
。

不
登
校
特
例
校
の
設
置
を
検
討
す
べ
き
。

公
立
で
設
置
を
す
る
場
合
、教
員
の
人
件

費
は
国
、県
で
の
負
担
だ
が
、施
設
整
備

や
運
営
経
費
等
は
市
の
負
担
と
な
る
。ま
た
、Ｓ＊２

Ｃ
、Ｓ
Ｓ
Ｗ
、支
援
員
等
複
数

名
の
配
置
が
必
要
で
あ
り
、財

源
、人
材
確
保
な
ど
課
題
が
あ

る
。

＊1　
Ｓ
Ｓ
Ｗ
…
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

＊2　
Ｓ
Ｃ
…
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

問問問問 問 答答答答 答
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積極的に文化芸術への支援を
梶原 美保 議員

市
民
主
体
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
等
、コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
も
積
極
的
に
活
動
さ
れ
る
文

化
芸
術
団
体
に
対
す
る
支
援
策
は
。

活
動
の
場
や
機
会
の
提
供
、情
報
収
集
や

発
信
等
の
支
援
、ま
た
文
化
協
会
や
音

楽
振
興
会
等
を
通
じ
て
活
動
補
助
金
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

文
化
芸
術
に
特
化
し
た
本
市
な
ら
で
は
の

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
は
。

さ
き
ら

ジ
ュ
ニ
ア

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

や
創
造
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
等
を
実

施
し
、若
手
世
代

の
愛
着
の
醸
成
、

本
市
の
魅
力
発

信
に
つ
な
げ
て
い

る
。

だ
れ
で
も
利
用
し
や
す
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

2
階
建
て
で
昇
降
装
置
が
撤
去
さ
れ
久
し

い
施
設
が
あ
る
が
、高
齢
者
や
障
が
い
者

等
の
社
会
参
加
を
促
す
た
め
に
も
改
修・改
築
等

の
計
画
は
。

緊
急
性
や
利
用
者
の
安
全
性・利
便
性
を

踏
ま
え
、総
合
的
な
優
先
度
を
見
な
が
ら

年
次
的
に
実
施
し
て
い
く
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
に
気
軽
に
小

休
憩
で
き
る
、ロ
ビ
ー
や
サ
ロ
ン
の
よ
う

な
交
流
の
ス
ペ
ー
ス
は
設
け
ら
れ
な
い
か
。

全
体
の
レ
イ
ア
ウ
ト
の
工
夫
な
ど
で
限
ら

れ
た
ス
ペ
ー
ス
を
有
効
活
用
し
、市
民
の

集
い
や
す
い
施
設
と
な
る
よ
う
、取
り
組
み
に
つ

い
て
協
議
す
る
。

問問問問 答答答答

より利用しやすい生活保護制度
伊吹 裕 議員

生
活
保
護
の
し
お
り
が
改
定
さ
れ
た
。具

体
的
な
改
定
点
を
問
う
。

よ
り
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、よ
く
あ

る
質
問
を
質
疑
応
答
形
式
で
解
説
す
る
な

ど
工
夫
を
し
た
。

現
在
の
扶
養
照
会
の
運
用
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
る
の
か
。注
意
し
て
い
る
点

は
。

令
和
3
年
の
国
か
ら
の
通
知
に
基
づ
き
、

相
談
の
段
階
や
保
護
申
請
の
中
で
の
不
必

要
な
照
会
を
し
な
い
よ
う
に
注
意
を
図
る
と
と

も
に
、当
事
者
の
気
持
ち
を
最
大
限
尊
重
し
た

丁
寧
な
聞
き
取
り
を
行
っ
て
い
る
。

生
活
保
護
制
度
に
は
、繰
り
返
さ
れ
て
き

た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
批
判
や
イ
メ
ー
ジ
付
け

に
よ
り
、利
用
を
た
め
ら
っ
て
し
ま
う
場
面
が
あ

る
。情
報
提
供
や
啓
発
の
改
善
点
は
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
の
提
供
や
啓
発

を
行
っ
て
い
る
。

学
校
図
書
館
整
備
計
画

国
で
第
6
次
学
校
図
書
館
整
備
計
画
が

取
り
組
ま
れ
て
い
る
。文
部
科
学
省
が
示

し
て
い
る
交
付
税
算
定
額
の
試
算
方
法
を
用
い

て
の
本
市
の
算
定
額
は
い
く
ら
か
。

本
市
の
小・中
学
校
の
学
級
数
等
で
算
出

す
る
と
、2
6
2
6
万

1
0
0
0
円
と
な
る
。

問問問問 答答答答

子どもの生活の充実に向けた連携
西田 聡 議員

地
域
や
保
護
者
か
ら
信
頼
さ
れ
、「
学
校

が
楽
し
い
100
％
」へ
近
づ
く
連
携
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
と
情
報
共

有
、連
携
を
強
め
、子
ど
も
や
保
護
者
、地
域
か

ら
信
頼
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

学
校
生
活
に
満
足
し
て
い
な
い
児
童
生
徒

の
、そ
の
主
だ
っ
た
要
因
は
ど
ん
な
こ
と
で

あ
る
か
。学習

面
で
の
困
難
さ
と
人
間
関
係
が
あ
げ

ら
れ
る
。ま
た
、基
本
的
生
活
習
慣
や
学

習
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
な
い
こ
と
も
要
因
の一

つ
で
あ
る
。

学
校
と
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
関
係
機

関
と
の
連
携
で
、改
善
が
み
ら
れ
る
と
い
っ
た
事

例
は
。カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
気
持
ち
が
安
定
し
た

ケ
ー
ス
や
引
き
こ
も
っ
て
い
た
子
ど
も
が

外
出
で
き
、表
情
が
明
る
く
な
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ

る
。

子
ど
も
の
潜
在
的
な
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
Ａ
Ｉ
で

キ
ャ
ッ
チ
し
早
期
支
援
に
つ
な
げ
て
い
る

事
例
が
あ
る
。見
解
を
伺
う
。

今
後
、活
用

す
る
こ
と

も
含
め
、研
究
を

見
守
っ
て
い
く
。

問問問問 答答答答

▲さきらで開催された「オヤジ達の文化祭」で
　の市民バンド演奏

▲大宝小学校
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委員会活動レポート

　１１月８日と９日の二日間で、いずれも、ＤＸ（※）推進の先進地で研修しました。
８日は、「スマートシティ構想の中での市民サービス向上のためのＤＸ推進」を
テーマに、広島県尾道市を視察。
　９日は、「子育てに関連する、オンライン申請等のＤＸ推進」をテーマに広島県
呉市を視察しました。

※ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）と
は、さまざまな生活の場面でデジタル技
術を浸透させること。

　１１月１４日と１５日の二日間で視察研修を行いました。１４日は、『棚田
オーナー制度について』石川県輪島市へ向かい世界農業遺産の白米千枚

田を視察しました。

　１５日は、『農産物出荷組合「おおの産直の会」について』福井県
大野市の指定管理施設道の駅「越前おおの荒島の郷」を視察しまし
た。

　１１月１４日と１５日の二日間で行政視察を行いました。
　１４日は、「買い物リハビリ」について愛知県長久手市を、「不登校特例
校の取り組み」について神奈川県大和市を視察しました。

　また、１５日は、高齢者の居場所づくりなど健康都市をめざす大
和市において、図書館をはじめとする複合施設「文化創造拠点シ
リウス」を視察しました。

研修をいかし、今後、栗東のよりよいまちづくりに向けて取り組んでいきます。

総務常任委員会

環境建設常任委員会

文教福祉常任委員会

常任委員会の視察研修で、先進地から学びました
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　この条例は議会における個人情報の適切な取扱いに関して必要な事項を定め、議会が保有する個人情報の開示
等を求める個人の権利を明らかにし、議会の事務適正かつ円滑な運営、及び個人の権利利益を保護するものです。
　この条例（案）に対し、市民皆さんの意見を募集します。
◦募集期間
　令和５年２月６日（月）～２月２０日（月）

◦資料の閲覧場所
　議会事務局（市役所４階）

　まだまだ寒さが厳しいですが、このところ日が長くなったように思えます。
　12月定例会は、竹村市長が就任され、はじめての議会です。所信に対して、各会派の代表質問もありました。
よりよい未来を切り開くために、多くの議論が交わされました。
　広報編集特別委員会は、委員長、編集委員のメンバーの変更がありましたが、限られた紙面のなかで、お伝
えできるよう、工夫を重ね編集に取り組ませていただきました。
　コロナ禍を乗り越え、世界に平和の春が一日も早くおとずれますように。

川嶋

編 

集 

後 

記

意見募集

にお越しください傍聴
　本会議・委員会審査は、どなたでも自由に傍聴いただけます。
・開会時間は、いずれも9時30分を予定しています。
・日程については、現段階での予定であるため、変更になる場合がありますの

でご了承ください。
・議場には車椅子を利用されている方の傍聴者席を設置しています。
・手話通訳者の配置をご希望の方は事前に議会事務局へ連絡をお願いします。
・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、マスクの着用などの対策にご

理解とご協力をお願いします。
●問い合わせ　議会事務局（市役所4階）
　TEL:551-0137   FAX:551-0146   :gikai@city.ritto.lg.jp

2月27日 本会議（議案上程等）
3月6～7日 本会議（代表質問）
7～9日 本会議（個人質問）
10～17日 各常任委員会
23日 本会議（委員長報告・採決）

（土・日・祝は除く）

これまでの議会の様
子は、YouTubeの動
画でご覧いただけます。
栗東市のホームペー
ジにリンクがあります
ので、ご参照ください。

二次元コード
で録画映像が
見られます▶︎

3月定例会の予定

❸傍聴席に座り傍聴する❷傍聴者入口から入る❶議会事務局（市役所4階）で受付を行う

　本会議や委員会では、私たちの生活に関わる大切なことが審議
されています。傍聴をご希望の方は、本会議などの会議開催日に
市役所4階	議会事務局までお越しください。

会議は傍聴が
できます

名前・住所などを記入
します

議会広報編集
特別委員会

（委員長）林　好男　　（副委員長）川嶋　恵
（委　員）片岡　勝哉　／　青木　千尋　／　里内　英幸　／　梶原　美保

栗東市議会の個人情報の保護に関する条例（案）
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